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I

て
も
1
仕
事
」
を
中
心
に
、
,

彼
ら
の
生
活
再
建
の
宇
掛
か

り
と
な
る
よ
ラ
な
も
の
に
す

べ
き
」
と
の
意
見
が
出
た
。

(
情
報
誌
「
R
E
A
L
 
T

I
M
E
S
」
よ
リ
)

¦
一
¦
 
〈
活
動
メ
モ
〉

I
 
旧
年
3
月
ガ
日
、
救
援
ネ

I
ッ
ト
第
7
回
会
議
。
「
外
国

i
人
被
災
者
に
と
っ
て
『
<
だ

I
さ
い
』
の
第
I
希
望
は
仕
事

j
だ
。
イ
ペ
ン
ト
を
打
つ
に
し

て
も
1
仕
事
」
を
中
心
に
、
,

彼
ら
の
生
活
再
建
の
宇
掛
か

り
と
な
る
よ
ラ
な
も
の
に
す

べ
き
」
と
の
意
見
が
出
た
。

(
情
報
誌
「
R
E
A
L
 
T

I
M
E
S
」
よ
リ
)

¦
一
¦
 
〈
活
動
メ
モ
〉

I
 
旧
年
3
月
ガ
日
、
救
援
ネ

I
ッ
ト
第
7
回
会
議
。
「
外
国

i
人
被
災
者
に
と
っ
て
『
<
だ

I
さ
い
』
の
第
I
希
望
は
仕
事

j
だ
。
イ
ペ
ン
ト
を
打
つ
に
し

'
.
i

s

れ
ば
…
」
。
田
村
さ
ん
は
確
信
な
が
リ
、
さ
ら
に
「
多
文
化
共

し
た
。
 
.
 
生
セ
ン
す
」
に
発
展
す
る
。

電
話
相
談
は
「
外
国
人
地
震
 
�

情
報
セ
ン
す
」
の
発
足
に
つ
公
的
機
関
も
情
報
提
供
を
行

み
・
�
�
r
"
�
n
っ
た
。
兵
庫
県
■
交
流
協
会

'
-
�
n
�
i
n
H
の
外
国
人
県
民
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

�
�
�
�
�
■
シ
ヨ
ン
セ
ン
す
で
は
、
農

ら
二
�
�
�
�
直
後
の
一
月
ー
ギ
四
日
か
ら
電

r
�
i
w
r
話
と
窓
口
で
、
英
.
中
.
西
な

i
-
a
n
ど
四
力
雇
m
で
相
談
に
対
応
。

・
・
̶
 
ニ
ー
月
末
ま
で
に
一
日
平
均
二
十

・
�
件
受
け
、
現
在
も
続
い
て
い
る
。

I
B
B
B
n
 
「
で
き
る
限
り
多
く
の
相
談

�
a
i
u
i
に
平
等
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な

a
�
u
ら
ず
、
職
員
が
出
向
い
て
援
助

、
�
i
H
す
る
機
会
は
少
な
か
っ
た
」
。

�
r
吉
並
多
恵
子
セ
ン
タ
I
長
は
、

�
1
公
的
機
関
ゆ
え
の
悩
み
を
漏
ら

a
-
̶
.

・
�
n
と
た
外
国
人
地
羅
惰
報
セ
ン
ー

u
u
n
夕
I
 
(
現
在
の
多
文
化
共
生
セ
I

̶
n
ン
す
)
。
切
実
な
相
鼓
、
折
\

»
a
 
え
が
廣
い
た
"
大
阪
市
中
央
区
"
"

%"
s
'

っ
た
。
「
情
報
は
提
供
し
た
だ

け
で
は
あ
ま
り
意
昧
が
な
い
。

そ
れ
を
生
か
す
時
点
で
生
じ
る

問
題
ま
で
個
々
に
対
応
し
な
け

ー
ニ
ザ

s
;

i
を

n

u

1
1

雰
n
.
マ
マ
ソ
だ
ホ

�
�
⑥

�
�
�
�
,
そ
れ
か
ら
ぐ

後
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
」
。
 
「
避
難
所
と
西
宮
へ
の
行
き

"
・
訴
え
を
聞
き
、
田
村
さ
ん
は
伊
方
も
教
え
て
ほ
し
い
」
(
ガ
日
、

丹
市
の
自
宅
に
呼
び
寄
せ
た
。
ド
ミ
ニ
カ
人
)

ペ
ル
！
人
一
家
の
お
ぴ
え
「
家
も
仕
事
も
食
料
も
な
<
、

�
.
に
、
田
村
さ
ん
は
外
■
語
で
の
国
に
帰
り
た
い
が
旅
費
も
な

・
情
報
提
供
の
必
要
性
を
痛
感
し
い
」
(
W
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
)

・.ま
た
。
そ
の
日
の
う
ち
に
七
っ
の
電
話
は
鳴
り
続
け
た
。
相
談

«
・
言
語
の
通
訳
を
手
配
。
翌
日
、
件
数
は
一
適
間
で
計
六
十
六

I
R
.
所
属
し
て
い
た
大
阪
市
内
の
民
件
、
翌
週
に
は
計
百
十
八
件
に

i
j
i
f
f
間
国
際
協
力
団
体
「
ワ
ラ
ポ
ラ
」
達
し
た
。
直
後
の
ー
カ
月
間
は
、

�
■
 
■
務
所
で
電
話
相
談
を
ス
タ
住
ま
い
関
速
の
問
い
合
わ
せ
が

,
卜
さ
せ
た
。
 
最
も
多
か
っ
た
。
オ
ー
パ
ー
ス

番
号
を
英
字
紙
に
揭
載
し
た
テ
イ
で
捕
ま
る
の
が
怖
<
、
自

1
*
1
と
こ
ろ
、
安
否
確
認
や
生
活
相
宅
か
ら
出
ら
れ
な
い
と
い
う
訴

'
"
'
I
談
な
ど
で
回
線
は
バ
ン
ク
状
態
え
も
あ
っ
た
。

と
な
っ
た
。
 
避
難
所
や
交
通
機
関
の
状
況

「
才
I
パ
ー
ス
テ
イ
で
病
気
な
ど
、
知
り
得
る
限
り
の
情
報

も
重
い
が
、
赤
ん
坊
が
い
て
、
を
提
供
し
た
。
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

神
戸
か
ら
移
動
で
き
な
い
」
(
ガ
が
出
向
き
、
医
療
機
関
や
役
所

日
、
ペ
ル
I
人
)
 
な
ど
に
同
行
す
る
こ
と
も
多
か

「
東
灘
区
御
影
浜
町
の
L
p

G
タ
ン
ク
の
ガ
ス
漏
れ
で
、
付

近
住
民
に
避
難
勧
告
」

地
震
か
ら
一
夜
明
け
た
一
月

十
八
日
の
早
朝
。
大
阪
を
拠
点

に
外
国
人
の
支
霞
動
に
取
リ

組
ん
で
き
た
田
村
太
郎
さ
ん

(
二
を
は
、
テ
レ
ピ
の
テ
ロ
ッ
プ

に
動
揺
し
た
。
同
地
区
に
は
、

親
し
い
ペ
ル
ー
人
一
家
が
い

た
。
日
本
語
は
片
言
し
か
分
か

ら
な
い
。

「
勧
告
を
知
っ
て
避
難
し
て

い
る
だ
ろ
う
か
」
。
不
安
が
募

り
、
電
話
に
飛
び
っ
い
た
。

懸
念
し
た
と
お
り
、
そ
の
家

族
五
人
は
避
難
勧
告
を
知
ら

ず
、
一
部
壊
れ
た
マ
ン
シ
ョ
ン

に
残
っ
て
い
た
。
「
地
震
と
い

う
の
は
分
か
っ
た
が
…
。
こ
の


